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2008年に釜石沖で発生した地震と 2001年釜石沖の繰り返し地震の破壊過程の比較

Comparison of rupture processes of the 2008 and 2001 small repeating earthquakes off
Kamaishi, NE Japan.
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アスペリティモデルが成り立っていることを示す事例として，岩手県釜石沖の繰り返し地震がある．この地震は，1957
～1995年に再来間隔 5.5年程度，M4.8程度の規模で繰り返し発生していることが発見され (Matsuzawa et al., 1999)，そ
の後 2001年と 2008年には予測通りの地震が発生している (Matsuzawa et al., 1999, 2002)．

Okada et al. (2003)は，2001年の地震とその 1周期前に当たる 1995年の地震の破壊域を広帯域地震計記録を使用した
波形インバージョンから推定し，2つの地震の破壊域がほぼ一致することを示した．このことから彼らは，2つの地震は
同一のアスペリティの破壊であると結論付けている．
島村・他 (2008)では，Okada et al. (2003)と同様の解析を行い，1995年，2001年，2008年の 3つの地震は同一のアス

ペリティの破壊であることを示した．さらに，Shimamura et al. (2008)では，2001年と 2008年の地震について詳細なす
べり量分布を推定した．しかしながら，彼らの結果では，充分に安定した解は得られていなかった．今回，初動の読み
取りを高精度で行うことにより，より高精度・高信頼度の解が得られたので報告する．
これまでの解析で，釜石沖繰り返し地震の破壊継続時間は 0.3秒程度であることが判明している．このような短時間で

完了する破壊過程を詳細に把握するためには，初動の読み取り誤差を 0.03秒以下に抑えなければならない．特にS波をこ
の精度で読み取ることは極めて困難であるため，ここでは，S波到達時刻の二重差が P波到達時刻の二重差の VP /VS 倍
になるという性質を利用して，0.03秒という精度を確保し，これにより解の安定度を劇的に増加させることに成功した．

1～10Hzの帯域での解析の結果，2001年と 2008年の地震の震源域の大局的な広がりはほぼ重なっているが，震源の
北側に 2001年の地震の方が大きく滑った領域が推定され，震源の西側と東側に 2008年の地震の方が大きく滑った領域
が推定された．
この解析結果と内田・他 (2008)の結果とを比較すると，釜石沖繰り返し地震の周囲に存在する一回り小さな相似地震

群の位置と 2008年の地震の方が大きく滑った領域とに対応関係が見られ，また，2001年の地震の直前にはこの地震群
の活動は活発であったが，2008年の地震の直前には低調であったことが分かった．このことから，震源近傍に存在する
一回り小さな相似地震群の活動履歴によって地震発生直前におけるアスペリティでの応力・歪分布が毎回完全に同一と
はならず，それが破壊過程のゆらぎの原因になっていると考えられる．このことは，地震発生前の一回り小さな地震活
動の履歴を調べることによって，本震時のすべり量分布をある程度予想出来る可能性を示している．
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